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国
学
者
⽛
契
沖
⽜
の
形
成

―
版
本
⽝
百
人
一
首
改
観
抄
⽞
序
文
か
ら

―北

田

有

佳

は
じ
め
に

契
沖
は
⽛
国
学
の
祖
⽜
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
学
問
が
享
受
、
理
解

さ
れ
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
例
え
ば
宣
長
が
、⽛
わ
が
古
学
は
、
契
沖
は
や
く
そ

の
は
し
を
ひ
ら
け
り⚑
⽜
と
言
い
、
或
い
は
国
学
の
四
大
人
に
契
沖
が
入
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
、
契
沖
と
国
学
は
連
続
的
な
関
係
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
阿
部
秋
生
氏
が
、

国
学
者
の
源
流
を
な
す
契
沖
は
、
そ
の
後
来
の
真
淵
や
宣
長
の
先
蹤
と
し

て
逆
に
み
る
時
に
こ
そ
国
学
者
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
契
沖
そ
の
人

は
そ
ん
な
事
は
考
へ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
彼
自
身
は
飽
く
ま
で
も
古
典
、
古

語
の
研
究
を
好
む
阿
闍
梨
と
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
事
は
、
自
ら
明
記
す

る
数
々
の
奥
書
に
も
明
か
で
あ
る
と
思
ふ
。

と
言
う
よ
う
に⚒
、
国
学
出
現
以
前
の
契
沖
に
は
、
当
然
国
学
者
で
あ
る
と
い
う

意
識
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
宣
長
や
そ
れ
以
降
の
国
学
者
は
、
契
沖
を
国
学
の
先
駆
と

し
て
認
識
し
た
の
か
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
れ
を
両
者
の
学
問
の
類
似
に

よ
っ
て
解
釈
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
追
求
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
こ
で
本
論
は
、
以
上
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
契
沖
の
著
書
⽝
百
人

一
首
改
観
抄
⽞（
以
下
⽝
改
観
抄
⽞）
の
版
本
の
特
殊
な
成
立
に
着
目
し
、
そ
の

内
容
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
契
沖
と
国
学
が
結
び
付
け
ら
れ
る
具
体
的
な
筋

道
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、⽝
百
人
一
首
改
観
抄
⽞
の
写
本
と
版
本

⽝
改
観
抄
⽞
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
成
立
し
、
契
沖
の
没
後
、
延
享
五

年
（
一
七
四
八
）
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
者
は
⽝
近
世
畸
人
伝
⽞（
寛
政
二

年
（
一
七
九
〇
）
刊
）
の
記
述⚓
か
ら
、
樋
口
宗
武
と
堀
景
山
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
⽝
改
観
抄
⽞
は
、
延
享
五
年
の
出
版
に
あ
た
っ
て
大
き
く
改
変
さ
れ
た
。
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そ
の
改
変
内
容
は
、写
本
跋
文
を
敷
衍
し
た
契
沖
序
の
作
成
、契
沖
説
の
省
略
・

改
変
、
追
考
の
増
補
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
か
ら
定
家
仮
名
遣
い
へ
の
変
更
な
ど

多
岐
に
及
び
、
そ
の
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
る⚔
。

こ
の
よ
う
に
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
に
は
多
く
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、
本
論
で

扱
う
の
は
⽛
契
沖
Ḥ
⽜
と
さ
れ
る
⽛
註
百
人
一
首
序
⽜（
以
下
⽛
版
本
序
文
⽜）

で
あ
る
。
こ
の
序
文
は
、
久
松
潜
一
氏
に
よ
り
円
珠
庵
本
（
自
筆
本
）
の
跋
文

を
改
変
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
氏
は
版
本
序
文
と
円
珠
庵

本
跋
文
の
内
容
の
類
似
を
言
い
、
契
沖
作
の
序
跋
を
載
せ
る
⽛
契
沖
遺
稿
⽜
に

円
珠
庵
本
跋
文
は
あ
る
が
、⽛
註
百
人
一
首
序
⽜
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
版
本
序
文
を
契
沖
の
も
の
で
は
な
く
樋
口
宗
武
の
も
の
で
あ
る
と
し
た⚕
。

ま
た
、
池
田
利
夫
氏
は
そ
れ
を
受
け
て
、
円
珠
庵
に
残
さ
れ
た
⽛
百
人
一
首
改

観
抄
奥
書
⽜
と
題
す
る
自
筆
稿
が
、
円
珠
庵
本
跋
文
と
全
く
同
文
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
版
本
序
文
が
円
珠
庵
本
跋
文
の
改
変
で
あ
る
こ
と
を
支
持
し
て

い
る⚖
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
、⽛
註
百
人
一
首
序
⽜
は
円
珠
庵
本
跋
文

を
改
変
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
円
珠
庵
本
跋
文
と
版
本
序
文
を
比
べ
て
み
よ
う
。

〔
円
珠
庵
本
⽝
改
観
抄
⽞
跋
文
〕

（
ア
）
故
―
人
長
流
注ス
二
百
人
一
首ヲ
一
。
草
―
稿
未ズシテ ダ
レ
闋ヲ

ヘ
身
已ニ
乗ズ

ル
コ
ト

レ
化ニ
七
―二
年ナ

リ
于

今ニ
一

矣
。（
イ
）
余
惜テ
二

其ノ

不ル
コ
ト
ヲ

𥏶

遂ゲ
レ

志ヲ

忘テ
二

闇
短ヲ
一

続テ

補ナ
ヘ
リ

レ

之ヲ
。
宛カ

モ

似タ
リ

二

石ヲ
以

混シ
レ
玉ニ

蕕イ
ウ
ヲ
以

ク
サ
キ

糅
ア
ツ
ル
ニ𥏶

薫
カ
ウ
バ
シ
キ
ニ

ク
ン

。
唯
恐ラ

ク
ハ

逝ク
―
者ノ
有ラ

バ
レ
知モ

ノ
シ
ル
コ
ト

却テ
皺メ
レ
眉ヲ

掉タ
モ
ム
コ
ト
ヲ

タ
ク

レ

頭ヲ
。
或人

ノ
曰ク
。（
ウ
）
有テ
二
数
―
家ノ
注
一
行ナ

ハ
レ
テ

レ
世ニ
昭サ

ウ
テ
ラ
ス―
晰セ

ツ
ア
キ
ラ
カ。タ

リ
（
エ
）
豈ヤ ニ
レ
非ズ
二
屋
―
下ニ

架ス
ル
ニ

𥏶

屋ヲ

乎
。
咨ア

ヽ

玆コ
ノ

難
似タ

リ
レ

有ル
ニ

レ

理
。
雖
レ

然リ
ト

我レ
ニ

有リ
二

一
言
一
。
冀ハ

ク
ハ

煩ラ
ハ
サ
ム

二
子ガ
聴ヲ
一
。
故
―
人
歎ジ

テ
下
諸
―
鈔ノ
多シ

テ
二
舛
―
訛ク

ハ
ア
ヤ
マ
ル一
蔽サヘ
ギ
ル

ヘ
ル
コ
ト
ヲ

中
作
―
者ノ
幽
―
致ヲ
上
因テ

創イ
タ
ム

シ
ヨ
ウ

二

此
鈔ヲ
一
。
譬フ
三

之レ
ヲ

修ス
ル
ニ

二

大
―

廈カヲ
ヽ
イ
ヱ

ヲ

一
。
有ラ

バ
下

欲シ
テ

二

支
―

持セ
ム
ト

一

却テ

令ム
ル

二

欹
―

斜シ
ヤ
セ

タ
ヾ
シ
カ
ラ
ズ一

者ノ
上

子
一
―

任セ
ム
ヤ

邪
。
有ラ

バ
下

救テ
三

既ニ

将スル
ヲ

サ
ニ

二

顚
―

仆ホ
ク
セ
ム
ト

フ
ス

一

再タ
ビ

帰ス
ル

二

牢
―

固ニ
一

者ノ
上

子
不ン

ヤ
レ

賞セ
レ

之ヲ

邪
。
故
―

人ハ

帰ス
ル

二

牢
―

固ニ
一

者ノ
ナ
リ

。
層ソ

ウ
カ
サ
ヌ
ル―

架カ
ノ

タ
ナ

之
比
不ル

コ
ト

レ

称カ
ナ
ハ

也
遠シ
焉
。
元
禄
五
年
季
夏
、
契
沖
跋ス
。

〔
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
序
文
〕

註
百
人
一
首
序

（
ア
）
予ガ
游ト

モ

長
流
生
嘗テ
注―

ス
二
百
人
一
首ヲ
一
。
属ツ

ク
リ

レ

藁カ
ウ
ヲ

未ルニ ダ
レ

脱ダ
ツ
セ

。
溘カ

フ
―
ヱ
ン

焉ト
シ
テ

就ツ
ク

レ

木ニ
。
百
人
一
首ハ
。
是レ

我ガ

〔
平
出
改
行
〕
王
―

人
所ロ

ノ
レ

詠
エ
イ
ズ
ル

和
―

歌ニ
シ
テ

。
而
藤
―

黄
―
門
鑑カ

ン
―
定テ

イ
ス

焉
。
近
―
古ノ
名
―
学
―
家
。（
ウ
）
各〳〵
自ラ
詁コ
―

訓ク
ン
シ

。
世
多ク
鋟シ

ン
―

流リ
ウ
シ

。

不
二
一―

ニ
シ
テ

而
足タ

ラ
一
。
靡ナ

シ
レ

弗ザ
ル
ハ

二
家ゴ

ト
―
習ヒ
戸ゴ

ト
―
伝ヘ

テ
。
而
走ソ

ウ
―
卒ソ

ツ

児ジ
―
童ド

ウ

。
亦モ

能ク
背ハ

イ
―

誦セ
ウ
セ

一

焉
。
予レ

素ヨ
リ

抱キ
二

好ム
ノ

レ

古ヘ
ヲ

之
癖ヘ

キ
ヲ

一
。
与
レ

生―

同
―

病
相ヒ

憐レ
ム

。（
イ
）
毎ツ

ネ
ニ

悲
カ
ナ
シ
ミ

二
生―

ガ
之
志
―
業
不ル

ヲ
𥏶

畢オ
ハ
ラ

。
輙

ス
ナ
ハ
チ

慨ガ
イ

―
然ト

シ
テ

妄
ミ
ダ
リ
ニ

不
二
自ラ
―

揆ハ
カ
ラ

一
。
為シ
二
之レ

ガ

箋セ
ン

―

釈シ
ヤ
ク
ヲ

一
。
命

ナ
ヅ
ク
ル
ニ

以ス
二

改
―

観ヲ
一
。（
エ
）
雖ヘ

ド
モ

レ

云フ
ト

三

肯カ
ウ

―

堂ド
ウ
ノ

之
業
。
姑

シ
バ
ラ
ク

代ハ
ル
ト

二

其ノ

子ニ
一
。
又

恐
ヲ
ソ
ラ
ク
ハ

屋ヲ
ク

―

下カ

架カ
シ

レ

屋ヲ
。
以テ

ノ

貽コ
サ
ン

二

大
―

方ハ
ウ
ノ

之
誚

ソ
シ
リ
ヲ

一

也ノ
ミ

―

己
。

（
オ
）
夫レ
和
―
歌ハ
皆ミ

ナ

我ガ
国
―
語ニ

シ
テ

。
而
国
―
語
亦モ

自
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

有リ
二
雅―

俗―
ノ

之
弁ベ

ン
一
焉
。
有リ
二

古―

今―
ノ

之
異イ
一
焉
。
雅―

俗―
ノ

之
弁ベ

ン
ハ

易
ヤ
ス
フ
シ
テ

レ

折ワ
カ
チ

。
而
古―

今―
ノ

之
異イ

ハ

難シ
レ
識シ

リ

也
。
且
和



― 32 ―

―

歌
成ナ

ス
レ

語ヲ
。
莫シ
レ

非ル
ハ

二

古―
ニ
シ
テ

而
雅―

ナ
ル

者ニ
一
。
故ニ

自リ
ハ

レ

非ル
三

深フ
カ
ク

稽
カ
ン
ガ
フ
ル
ニ

二

諸コ
レ
ヲ

古ヘ
ニ

一
。
何ン

ゾ

由
ヨ
シ
ア
ラ
ン
ヤ

レ
得ル

ニ
レ

達
タ
ツ
ス
ル
コ
ト
ヲ

二
其ノ

辞
コ
ト
バ
ニ

一
乎
。
苟モ

シ

欲セ
バ

レ
知ラ

ン
ト

二
古
―
言ゲ

ン
ヲ

一
。

乃チ
万
―
葉
―
集
足タ

レ
リ

二
以テ

徴
シ
ル
シ
ト
ス
ル
ニ

一
焉
。
予レ

夙ハ
ヤ
ク

有リ
レ
見ル

コ
ト

二
于
此ニ
一
。
乃チ

遡
サ
カ
ノ
ボ
リ

二
其ノ

源ニ
於
万
―
葉ニ
一
。
尋タ

ヅ
ネ

二
其ノ

緒シ
ヨ
ヲ

於
万
―
葉ニ
一
。
久フ

シ
テ

―
之
古―

今―
ノ

之
異イ

。
瞭レ

ウ
―二
然ト

シ
テ

于

心―

目―
ノ

之
間ダ

ニ
一
。
而
凡ソ

国
―

朝ノ

典テ
ン

―

籍セ
キ

。
古
―

言
難キ

モ
レ

通―
ジ

。
亦
多ク
レ

所ロ
二

建ケ
ン

―

明
メ
イ
ス
ル

一
。
未ダ
四
嘗テ
不ン

バ
三
左サ

右ユ
ウ

遇ア
二
其ノ
源ニ
一
也
。
此ノ
―
編ノ
之
言ト
。
所ノ
下
以テ
与
二
衆シ

ウ
―
説セ

ツ
一
舛セ

ン

―
馳チ

ス
ル

上
者
。
亦
唯タ

ヾ

万
―
葉
―
集
足レ

リ
二
以テ

徴
シ
ル
シ
ト
ス
ル
ニ

一
焉
。
挙ミ

ナ
―
之
予ガ

稽
カ
ン
ガ
フ
ル
ノ

レ
古ヲ
之

力ニ
シ
テ

。
而
不ル
三

敢ア
ヘ
テ

復マ
タ

執シ
ツ
セ

二
臆ヲ

ク
―
見ケ

ン
ヲ

一
者
也
。
後ノ
之
君
―
子
尚
或ア

ラ
バ

レ

買
カ
フ
コ
ト

二
予ガ
余ヨ
―

勇ユ
ウ
ヲ

一
。
乃チ
有ラ

ン
二
以テ
是シ
―
正セ

イ
ス
ル
コ
ト

一
焉
爾
。
元
禄
五
年
壬
申
季
夏
摂
江
高
津
沙
門

契
沖
Ḥ

版
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
序
文
は
、
円
珠
庵
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
跋
文
の
倍
近
く
に

及
ぶ
。
そ
の
破
線
部
を
比
べ
て
み
る
と
、（
ア
）（
イ
）
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
く
、（
エ
）
の
内
容
は
⽛
肯
堂
之
業
⽜
の
譬
え
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
以

外
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
（
ウ
）
の
内
容
は
、
版
本
の
方
が
よ
り
具
体
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
言
う
と
こ
ろ
の
趣
旨
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
（
ア
）

（
イ
）（
ウ
）（
エ
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
が
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
か
つ
内
容

が
大
仰
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
対
応
関
係
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

し
か
し
一
方
で
、
そ
の
後
半
部
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
記
述
態
度
に

差
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
円
珠
庵
本
跋
文
が
、⽛
故
―
人
帰
二
牢
―
固
一
者
。⽜
と

い
っ
て
、
諸
抄
の
誤
り
を
正
し
た
功
績
を
長
流
の
も
の
と
し
た
の
に
対
し
、
版

本
序
文
で
は
⽛
挙
―
之
予
稽
レ
古
之
力
。⽜
と
い
っ
て
そ
の
功
績
を
契
沖
自
身
に

帰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
版
本
で
は
円
珠
庵
本
の
主
張
と
は
違
っ
て
、
注

釈
の
功
績
を
契
沖
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
著

書
⽝
改
観
抄
⽞
に
つ
い
て
、
円
珠
庵
本
で
は
⽛
宛
似
二
石
混
レ
玉
蕕
糅
𥏶

薫
。
唯

恐
逝
―
者
有
レ
知
却
皺
レ
眉
掉
レ
頭
。⽜
と
そ
の
内
容
を
謙
遜
し
て
い
た
の
に
対
し
、

版
本
で
は
⽛
挙
―
之
予
稽
レ
古
之
力
。
而
不
三
敢
復
執
二
臆
―
見
一
者
也
。
後
之
君
―

子
尚
或
レ
買
二
予
余
―
勇
一
。
乃
有
二
以
是
―
正
一
焉
爾
。⽜
と
そ
の
内
容
を
得
意
げ

に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
円
珠
庵
本
と
版
本
と
で
は
自
説
に
対
す
る
態

度
が
全
く
異
な
り
、
同
じ
契
沖
の
手
に
よ
り
、
し
か
も
同
じ
元
禄
五
年
季
夏
に

書
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
先
行
研
究
の
指
摘
通
り
、
版
本
序
文
は
そ
の
内
容
の
面
に
お
い

て
も
別
質
の
も
の
と
見
な
せ
、
後
人
に
よ
り
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え

る
。

二
、
版
本
序
文
の
問
題
点

さ
て
、
こ
の
版
本
序
文
に
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
と
は
別
の
大
き
な
問
題
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
（
オ
）⽛
夫
和
―
歌
皆
我
国
―
語
…
…
亦
唯
万
―
葉
―
集

足
二
以
徴
一
焉
。⽜
と
い
う
部
分
に
あ
る
。

こ
の
内
容
は
円
珠
庵
本
跋
文
に
な
く
、
し
か
も
⽝
百
人
一
首
⽞
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
契
沖
か
ら
も
⽝
百
人
一
首
⽞
か
ら

も
離
れ
た
、
独
自
の
内
容
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
内
容
を

確
認
し
て
い
こ
う
。
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（
オ
）
は
、
ま
ず
初
め
に
和
歌
と
は
何
か
を
定
義
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
和

歌
と
は
日
本
の
言
葉
で
あ
る
（
夫
和
―
歌
皆
我
国
―
語
）。
そ
し
て
、
こ
の
日
本

の
言
葉
に
は
、
自
然
に
雅
と
俗
の
区
別
が
あ
り
（
而
国
―
語
亦
自
有
二
雅
俗
之

弁
一
焉
）、
か
つ
古
と
今
の
違
い
が
あ
る
（
有
二
古
今
之
異
一
焉
）。
こ
こ
に
い
う

雅
と
俗
の
区
別
は
し
や
す
い
が
（
雅
俗
之
弁
易
レ
折
）、
古
と
今
の
違
い
は
知
り

が
た
い
（
而
古
今
之
異
難
レ
識
也
）。
こ
こ
で
再
度
和
歌
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

和
歌
の
語
を
成
す
も
の
は
、
古
で
あ
っ
て
、
か
つ
必
ず
雅
で
あ
る
（
且
和
―
歌

成
レ
語
。
莫
レ
非
二
古
而
雅
者
一
）。

版
本
序
文
は
、
こ
の
よ
う
に
和
歌
を
定
義
し
、
つ
い
で
そ
の
意
味
を
知
る
方

法
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
和
歌
は
古
で
、
か
つ
雅
で
あ
る
か
ら
、
古
の
様
々
な

物
事
を
深
く
考
え
て
学
ば
な
け
れ
ば
、そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い（
故

自
レ
非
三
深
稽
二
諸
古
一
。
何
由
レ
得
レ
達
二
其
辞
一
乎
）。
そ
し
て
、
も
し
古
言
の
意

味
を
知
り
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、⽝
万
葉
集
⽞
で
も
っ
て
そ
の
証
拠
と
す
る
に
足

り
る
（
苟
欲
レ
知
二
古
―
言
一
。
乃
万
―
葉
―
集
足
二
以
徴
一
焉
）。
そ
し
て
、
版
本
序

文
は
、
そ
の
例
証
と
し
て
自
分
（
契
沖
）
の
学
び
を
振
り
返
る
。
自
分
は
早
く

か
ら
⽝
万
葉
集
⽞
で
も
っ
て
古
言
を
理
解
で
き
る
と
い
う
見
識
を
得
た
（
予
夙

有
レ
見
二
于
此
一
）。
そ
こ
で
、
言
葉
の
始
ま
り
を
⽝
万
葉
集
⽞
ま
で
遡
り
（
乃
遡
二

其
源
於
万
―
葉
一
）、
そ
の
端
緒
を
⽝
万
葉
集
⽞
に
求
め
る
こ
と
で
（
尋
二
其
緒
於

万
―
葉
一
）、
久
し
く
し
て
、
古
今
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
心
に
悟
っ
た
（
久
―
之

古
今
之
異
。
瞭
―二
然
于
心
目
之
間
一
）。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
の
典
籍
の

古
言
に
つ
い
て
、
不
分
明
な
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
多
く
（
而
凡
国
―
朝

典
―
籍
。
古
―
言
難
レ
通
。
亦
多
レ
所
二
建
―
明
一
）、
い
ま
だ
か
つ
て
、
左
右
全
て
の

言
葉
に
つ
い
て
、⽝
万
葉
集
⽞に
そ
の
源
を
見
出
さ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た（
未
四

嘗
不
三
左
右
遇
二
其
源
一
也
）。

そ
し
て
以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
版
本
の
注
釈
で
も
、
多
く
の
人
の
支
持
す
る

説
と
は
異
な
る
説
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
た
だ
⽝
万
葉
集
⽞
で
も
っ
て
そ

の
証
拠
と
す
る
に
足
り
る
（
此
―
編
之
言
。
所
下
以
与
二
衆
―
説
一
舛
―
馳
上
者
。
亦

唯
万
―
葉
―
集
足
二
以
徴
一
焉
）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
言
説
は
、
要
す
る
に
次
の
よ
う
な
論
理
で
あ
る
。
和
歌
は
古
で
か
つ

雅
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
、
深
く
古
の
こ
と
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
古
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
、
深
く

古
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
方
法
と
は
、
す
な
わ
ち
、⽝
万
葉
集
⽞
に
証
拠
を
求
め

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
⽝
万
葉
集
⽞
に
根
拠
を
求
め
れ
ば
、
日
本
の
い

か
な
る
典
籍
の
言
葉
も
明
ら
か
に
な
る
。
だ
か
ら
、⽝
百
人
一
首
⽞
に
お
い
て
異

説
を
述
べ
る
に
も
、⽝
万
葉
集
⽞
を
証
拠
と
す
る
こ
と
で
足
り
る
。
つ
ま
り
、
版

本
序
文
は
⽝
万
葉
集
⽞
さ
え
分
か
れ
ば
、
後
の
典
籍
で
あ
る
⽝
百
人
一
首
⽞
は

当
然
理
解
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
版
本
序
文
を
、
久
松
氏
は
契
沖
の
見
解
を
敷
衍
し
た
も
の
だ
と
し
て
、

序
文
作
者
が
契
沖
の
考
え
を
代
弁
し
た
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。
氏
は
⽛
百
人
一

首
改
観
抄
序
に
⽛
苟
欲
知
古
言
、
乃
万
葉
集
足
以
徴
焉
⽜（
但
し
こ
の
序
は
契
沖

の
自
作
の
ま
ゝ
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
契
沖
の
見
解
を
明
か
に
語
つ
て

ゐ
る
）
と
言
つ
て
ゐ
る⚗
⽜
と
し
、
以
降
の
先
行
研
究
も
、
後
人
の
手
に
な
る
も

の
で
あ
れ
、契
沖
の
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

確
か
に
⽝
万
葉
代
匠
記
⽞（
精
Ḥ
本
）
に
は
⽛
此
書
ヲ
証
ス
ル
ニ
ハ
、
此
書
ヨ
リ

先
ノ
書
ヲ
以
ス
ベ
シ
⽜（
惣
釈
雑
説⚘
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
敷
衍
し
て
い
け
ば
、
ど

ん
な
書
を
読
む
に
も
、
ほ
と
ん
ど
の
書
に
先
ん
じ
て
成
立
し
た
⽝
万
葉
集
⽞
だ

け
を
見
れ
ば
、
証
拠
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
こ
の
言
説
は
円
珠
庵
本
跋
文
を
敷
衍
し
た
だ
け
で



― 34 ―

は
出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
話
の
内
容
も
⽝
万
葉
集
⽞
に
よ
っ
て
古

言
を
理
解
す
る
方
法
の
有
効
性
を
説
い
た
だ
け
だ
か
ら
、⽝
百
人
一
首
⽞
の
説
明

と
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
。
故
に
、
円
珠
庵
本
跋
文
の
み
に
よ
っ
て
、
版
本
序

文
の
内
容
が
成
立
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
は
敷
衍
で
は
な
く
飛
躍

で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
仮
に
、
こ
れ
を
敷
衍
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
序
文
作
者
は
⽝
改
観
抄
⽞

以
外
の
契
沖
、
つ
ま
り
他
の
契
沖
注
釈
や
言
説
を
版
本
序
文
に
持
ち
込
み
、
そ

れ
を
敷
衍
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
版
本
序
文
の
内
容
に
即
す

と
、
契
沖
は
⽝
万
葉
集
⽞
研
究
の
時
点
で
版
本
序
文
の
方
法
に
至
っ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
敷
衍
は
契
沖
の
代
表
的
著
書
⽝
万
葉
代
匠
記
⽞
の
方
法
を
取
り
入
れ

る
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
⽝
万
葉
代
匠
記
⽞
の
方
法

に
し
て
も
、
例
え
ば
先
に
引
用
し
た
⽛
此
書
ヲ
証
ス
ル
ニ
ハ
、
此
書
ヨ
リ
先
ノ

書
ヲ
以
ス
ベ
シ
⽜
と
い
う
の
は
、⽝
万
葉
集
⽞（
此
書
）
を
証
す
る
に
は
、⽝
日
本

書
紀
⽞
な
ど
の
書
（
先
ノ
書
）
を
以
て
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

⽝
万
葉
集
⽞
を
見
れ
ば
後
世
全
て
の
書
物
を
理
解
で
き
る
と
い
う
版
本
と
は
、
考

え
方
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
契
沖
の
他
の
業
績
、⽝
万
葉
集
⽞
研
究

の
業
績
が
、
序
文
作
者
に
よ
り
⽝
改
観
抄
⽞
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
、
序
文
作
者
は
、
契
沖
の
研
究
を
全
体
と
し
て
見
て
、
そ
の
中
で

も
特
に
⽝
万
葉
集
⽞
研
究
を
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
版
本
序
文
が
契
沖
自
身
の
学
び
の
原
点
に
⽝
万
葉
集
⽞
を
置
き
、
そ
の
見

識
に
よ
り
、
以
降
の
日
本
の
典
籍
、
つ
ま
り
⽝
百
人
一
首
⽞
を
含
む
契
沖
の
ほ

と
ん
ど
の
研
究
対
象
を
容
易
に
理
解
で
き
た
と
す
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
す
る
と
、
版
本
序
文
の
内
容
は
、
序
文
作
者
が
契
沖
の
業
績
全
体
を

総
合
評
価
し
た
上
に
成
立
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
序
文
に
見
た
考
え
方
を
契
沖
自
身
の
見
解
の
代
弁
で

あ
る
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
序
文
作
者
に
よ
る
契
沖
業
績
の
評
価

が
前
提
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
版
本
序
文
に
現
れ
る
契
沖
の
思
考
は
、
序
文
作

者
が
評
価
・
理
解
し
た
契
沖
の
思
考
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
版
本
序
文
に
述
べ
ら
れ
る
こ
の
考
え
は
、
読
者
に
は

全
て
契
沖
の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
序
文
作
者
が
抱
い
た
こ
の
考
え
は
一
体
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の

か
。先

に
言
及
し
た
が
、
円
珠
庵
本
そ
の
も
の
は
、
跋
文
に
も
そ
の
本
文
に
も
版

本
序
文
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
淵
源
と
な
る
こ
と
は
難

し
い
。
ま
た
仮
に
⽛
此
書
ヲ
証
ス
ル
ニ
ハ
、
此
書
ヨ
リ
先
ノ
書
ヲ
以
ス
ベ
シ
⽜

か
ら
敷
衍
す
る
に
し
て
も
、
注
釈
す
る
書
物
よ
り
先
の
書
物
を
見
る
べ
き
、
と

い
う
契
沖
を
、⽝
万
葉
集
⽞
だ
け
を
見
れ
ば
い
い
、
と
言
っ
て
い
る
と
ま
で
解
釈

す
る
に
は
か
な
り
の
飛
躍
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
間
に
は
か
な
り
の

質
的
な
差
異
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
序
文
の
作
成
を
、
単
に
序
文
作
者

の
敷
衍
な
い
し
想
像
力
で
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
す
る
と
、
こ
こ

に
は
別
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
要
因
を
、
契
沖
の
思
考
に
似
た
別
の
方
法
に
影
響
・
混
同
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
・
混
同
さ
れ
た

方
法
と
い
う
の
が
、
荷
田
春
満
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す

る
の
で
あ
る
。
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三
、
版
本
序
文
と
荷
田
春
満

そ
も
そ
も
、
先
に
見
た
よ
う
な
古
語
理
解
の
方
法
は
、
中
世
ま
で
の
注
釈
が

祖
述
と
敷
衍
を
繰
り
返
し
、
原
典
の
真
意
か
ら
か
け
離
れ
た
理
解
と
な
っ
て

い
っ
た
状
況
を
問
題
視
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
思
潮
の

初
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
、
契
沖
の
学
問
や
伊
藤
仁
斎
の
古
学
（
古
義
学
）

で
あ
る
。
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
刊
行
さ
れ
た
時
代
、
こ
れ
ら
思
潮
は
既
に
盛
ん

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
新
し
い
学
問
の
方
法
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
か

ら
、
契
沖
に
似
た
古
語
理
解
の
方
法
を
説
き
、
か
つ
周
囲
へ
の
影
響
力
を
持
っ

た
人
物
は
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る⚙
。

さ
て
、
こ
こ
で
版
本
序
文
の
文
章
に
注
目
し
て
み
る
と
、
特
徴
的
な
表
現
が

見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
⽛
瞭
―二
然
于
心
目
之
間
一
⽜
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、⽛
瞭
然
⽜
が
⽛
昭
昭
⽜
で
あ
る
も
の
は
仏
教
典
籍
を
中
心
に
散
見
さ
れ

る
が
、⽛
瞭
然
⽜⽛
心
目
之
間
⽜
の
両
方
を
用
い
る
表
現
は
仏
教
典
籍
に
も
日
本

の
古
典
文
学
に
も
見
ら
れ
な
い
。
実
は
、
こ
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
漢

籍
で
、
特
に
朱
子
学
関
連
の
書
に
多
く
登
場
す
る
。
ま
た
日
本
で
こ
の
表
現
が

見
ら
れ
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
伊
藤
仁
斎
⽝
語
孟
字
義10
⽞
と
荻
生
徂
徠
⽝
訳

文
筌
蹄11
⽞
の
み
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、⽛
瞭
―二
然
于
心
目
之
間
一
⽜
と
い

う
表
現
は
、
儒
学
者
の
文
化
圏
に
使
用
さ
れ
た
表
現
の
可
能
性
が
高
い12
。
す
る

と
、
版
本
序
文
に
影
響
す
る
も
の
と
し
て
、
近
世
儒
学
の
存
在
を
見
逃
し
た
ま

ま
、
検
討
は
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
荷
田
春
満
の
学
問
の
方
法
に
至
る
ま
で
に
は
、
伊
藤
仁
斎
の
古
学

（
古
義
学
）
に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た
。
伊
藤
仁
斎
の
古
学
は
当
時
の
京
都
で
か

な
り
広
ま
っ
て
お
り
、
同
じ
く
京
都
に
い
た
樋
口
宗
武
・
堀
景
山
も
そ
の
影
響

を
受
け
る
環
境
に
い
た
。
つ
ま
り
可
能
性
と
し
て
は
、
版
本
序
文
作
者
が
伊
藤

仁
斎
の
古
学
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
て
、
版
本
序
文
の
方
法
が
生
ま
れ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
伊
藤
仁
斎
の
方
法
の
対
象
は
あ
く
ま
で
漢
籍
で
あ
っ
た
。
で
あ
る

か
ら
、
伊
藤
仁
斎
の
方
法
を
版
本
序
文
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
序
文
作
者

が
漢
籍
の
話
を
和
歌
に
応
用
す
る
と
い
う
段
階
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
伊
藤
仁
斎
の
方
法
よ
り
も
、
版
本
序
文
に
見
ら
れ
る
方
法
に
近
似
し

た
も
の
と
し
て
、
春
満
周
辺
の
方
法
を
取
り
上
げ
た
い
。

荷
田
春
満
（
一
六
六
九
─
一
七
三
六
）
の
著
作
の
多
く
は
草
稿
や
書
入
な
ど

の
形
で
残
っ
て
お
り
、
完
全
な
稿
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
そ

の
中
で
、
荷
田
春
満
の
歌
学
を
窺
え
る
も
の
と
し
て
は
、⽝
万
葉
集
童
子
問
⽞
と

⽝
伊
勢
物
語
童
子
問
⽞が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
在
郷
晩
年
期（
享
保
八
年（
一

七
二
三
)─
元
文
元
年
（
一
七
三
六
））
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
⽝
万
葉
集
⽞

⽝
伊
勢
物
語
⽞
に
対
す
る
⽛
童
子
問
（
童
子
か
ら
の
質
問
）⽜
と
⽛
答
（
荷
田
春

満
の
答
え
）⽜
が
繰
り
返
さ
れ
る
形
式
で
記
さ
れ
る13
。

さ
て
、⽝
万
葉
集
童
子
問
⽞
で
は
、
古
語
理
解
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
こ

う
述
べ
る
。

石
に
ハ
丸
き
も
あ
り
方
も
有
て
必
し
も
角
お
ほ
し
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
僻

案
の
義
有
。
是
も
日
本
紀
の
歌
の
童
子
問
に
答
へ
た
れ
バ
此
集
に
て
ハ
い

は
ず
。
万
葉
集
ハ
末
な
り
。
日
本
紀
ハ
本
也
。
本
に
明
ら
か
な
れ
バ
末
お

の
づ
か
ら
ま
ど
ハ
ず
。
後
世
の
学
者
皆
本
を
し
ら
ず
し
て
末
を
論
ず
る
故

に
、
本
に
た
が
へ
バ
事
明
ら
か
な
ら
ず
。
よ
り
て
万
葉
集
を
明
ら
か
に
せ

ん
に
ハ
、古
事
記
日
本
紀
の
歌
を
明
か
に
し
て
後
万
葉
集
に
わ
た
る
べ
し
。
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万
葉
集
明
ら
め
て
後
古
今
集
を
見
れ
ば
疑
な
き
を
、
後
人
ハ
古
今
集
を
伝

授
を
得
ざ
れ
バ
歌
学
の
本
明
か
な
ら
ざ
る
や
う
に
心
得
て
万
葉
集
を
も
み

ず
。
況
や
日
本
紀
古
事
紀
の
歌
に
は
目
を
わ
た
す
事
も
な
き
を
や
。
よ
り

て
万
葉
集
の
難
義
と
す
る
冠
辞
等
日
本
紀
古
事
記
等
に
み
た
る
ハ
此
集
の

問
に
答
へ
ず
。
日
本
紀
古
事
記
等
の
童
子
問
に
答
訖
ぬ
。（

二
六
─
二
七
頁14
）

こ
れ
は
、⽛
つ
の
さ
は
ふ
⽜（
万
葉
・
一
三
五
）
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。

こ
こ
で
荷
田
春
満
は
傍
線
部
の
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、⽝
日
本
書

紀
⽞
や
⽝
古
事
記
⽞
の
歌
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、⽝
万
葉
集
⽞
の
歌
が
明
ら
か
に

な
り
、
ま
た
、⽝
万
葉
集
⽞
の
歌
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、⽝
古
今
和
歌
集
⽞
の
歌

も
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
。
春
満
は
、⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
古
事
記
⽞（
歌
)→
⼨万

葉
集
⼩→
⼨古
今
和
歌
集
⽞
と
い
う
流
れ
を
本
→
末
と
い
う
流
れ
で
捉
え
、
本
が

分
か
れ
ば
末
は
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
、
つ
ま
り
⽝
万
葉
集
⽞
を
明
ら
か
に

す
る
に
は
、
そ
の
⽛
本
⽜
で
あ
る
⽝
日
本
書
紀
⽞
や
⽝
古
事
記
⽞
の
歌
を
、⽝
古

今
和
歌
集
⽞
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
そ
の
⽛
本
⽜
で
あ
る
⽝
万
葉
集
⽞
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
版
本
序
文

が
、⽛
古
言
⽜
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、
そ
の
⽛
源
⽜
を
⽝
万
葉
集
⽞
に
遡
り
（
遡
二

其
源
於
万
―
葉
一
）、
そ
の
⽛
緒
⽜
を
⽝
万
葉
集
⽞
に
求
め
る
（
尋
二
其
緒
於
万
―

葉
一
）
と
言
っ
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
い
う
⽛
源
⽜⽛
緒
⽜

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
春
満
の
い
う
⽛
本
⽜
と
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
の
典
籍
の
⽛
古
言
⽜
に
つ
い
て
、
理
解
し
が
た
い

も
の
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
多
い
（
而
凡
国
―
朝
典
―
籍
。
古
―
言
難
レ
通
亦

多
レ
所
二
建
―
明
一
）
と
い
う
の
も
、
春
満
が
⽛
万
葉
集
明
ら
め
て
後
古
今
集
を
見

れ
ば
疑
な
き
⽜
と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
版
本
序
文
の
主
張

に
は
、
荷
田
春
満
の
主
張
と
同
質
の
も
の
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
は
問
題
が
残
る
。
そ
れ
は
、⽝
万
葉
集
⽞
の
⽛
本
⽜
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
古
事
記
⽞
の
歌
の
存
在
で
あ
る
。
春
満
の

古
語
を
理
解
す
る
方
法
で
は
、
そ
の
⽛
本
⽜
が
⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
古
事
記
⽞
の

歌
に
設
定
さ
れ
る
。
そ
の
考
え
は
他
の
⽝
万
葉
集
童
子
問
⽞
の
記
述
で
も
、⽛
此

集
の
文
字
訓
読
日
本
紀
を
本
と
し
て
か
け
れ
ば
、
日
本
紀
を
見
ぬ
人
万
葉
集
の

文
字
を
よ
む
べ
か
ら
ず
⽜（
二
四
─
二
五
頁
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
窺
え
る
。
一

方
で
、
版
本
序
文
は
⽛
苟
欲
レ
知
二
古
―
言
一
。
乃
万
―
葉
―
集
足
二
以
徴
一
焉
。⽜
と

し
て
、⽛
古
言
⽜
の
典
拠
は
あ
く
ま
で
⽝
万
葉
集
⽞
で
足
り
る
と
す
る
の
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
上
に
遡
っ
て
考
え
る
べ
き
だ
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

版
本
序
文
と
春
満
の
考
え
と
の
間
に
相
違
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、こ
れ
は⽝
伊

勢
物
語
童
子
問
⽞
の
記
述
を
重
ね
て
み
る
と
状
況
は
変
化
す
る
。
そ
の
記
事
を

引
用
し
よ
う
。

と
へ
ば
い
ふ
と
あ
る
詞
を
、と
へ
ば
う
る
さ
し
と
い
ふ
の
略
詞
と
い
は
ゞ
、

闕
疑
抄
の
説
し
か
る
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
と
へ
ば
い
ふ
と
よ
み
て
、
と

へ
ば
う
る
さ
し
と
い
ふ
と
は
解
し
が
た
く
、
詞
た
ら
ざ
る
也
。〔
中
略
〕
し

か
ら
ば
、
い
づ
れ
の
字
に
あ
や
ま
り
た
る
や
と
う
た
が
ふ
べ
し
。
そ
れ
は

万
葉
集
を
し
ら
ざ
る
人
に
は
か
た
り
が
た
し
。
万
葉
集
を
見
し
り
た
る
人

は
予
が
言
を
ま
た
ず
し
て
正
字
を
し
る
べ
し
。
し
ま
が
く
れ
の
嶋
の
字
も

お
な
じ
。
学
問
の
為
に
今
い
は
ず
。
万
葉
集
問
の
時
そ
の
証
を
あ
ら
は
す

べ
し
。
す
べ
て
後
世
の
歌
学
は
万
葉
集
を
し
ら
ざ
る
故
に
、
古
詞
を
し
ら

ず
古
訓
を
し
ら
ざ
る
故
に
、
か
た
り
が
た
し
。
汝
万
葉
集
を
ま
な
び
て
古

今
集
の
疑
も
は
れ
、
此
物
語
の
歌
の
詞
も
明
か
な
る
べ
し
。
只
、
歌
学
の

源
は
万
葉
集
に
過
べ
か
ら
ず
。
万
葉
集
の
源
は
古
事
記
日
本
紀
の
歌
也
。
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か
な
の
た
が
ひ
訓
の
誤
り
皆
、
古
事
記
日
本
紀
万
葉
集
等
を
み
て
し
る
べ

し
。
よ
り
て
し
ば
ら
く
此
五
文
字
の
誤
字
を
い
は
ず
。
い
は
ざ
る
は
汝
に

学
問
を
す
ゝ
む
る
也
。
す
べ
て
学
問
は
本
を
明
に
し
て
末
を
し
る
べ
し
。

末
を
と
り
て
本
を
は
か
る
べ
か
ら
ず
。

（
五
二
─
五
三
頁15
）

こ
こ
で
は
、⽝
伊
勢
物
語
⽞
第
十
三
段
の
⽛
と
へ
ば
い
ふ
⽜
と
い
う
歌
の
解
釈

に
つ
い
て
、⽛
と
へ
ば
い
ふ
⽜
を
⽛
と
へ
ば
う
る
さ
し
⽜
と
い
う
意
味
に
は
解
せ

な
い
と
し
て
、
こ
の
歌
の
初
句
⽛
と
へ
ば
い
ふ
⽜
は
誤
字
・
誤
訓
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
元
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、⽛
学
問
の
為
に
今
い
は

ず
⽜
と
し
て
答
え
を
出
さ
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
れ
に
続
い
て
⽝
万
葉
集
⽞

を
学
ぶ
必
要
性
を
説
く
部
分
で
あ
る
（
傍
線
部
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、⽝
万
葉
集
⽞

の
源
は
⽝
古
事
記
⽞・⽝
日
本
書
紀
⽞
の
歌
で
あ
る
け
れ
ど
も
、⽝
万
葉
集
⽞
よ
り

後
の
歌
の
学
問
の
本
源
は
⽝
万
葉
集
⽞
に
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
版
本
の
い
う
⽛
苟
欲
レ
知
二
古
―
言
一
。
乃
万
―
葉
―
集
足
二
以
徴
一
焉
。⽜

の
⽛
古
言
⽜
に
つ
い
て
考
え
る
と
、⽛
和
―
歌
成
レ
語
。
莫
レ
非
二
古
而
雅
者
一
。
故

自
レ
非
三
深
稽
二
諸
古
一
。
何
由
レ
得
レ
達
二
其
辞
一
乎
。⽜
を
受
け
て
の
⽛
古
言
⽜
で

あ
る
か
ら
、
主
と
し
て
和
歌
の
言
葉
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ

ま
り
、
版
本
序
文
の
主
張
は
、⽝
百
人
一
首
⽞
な
ど
の
和
歌
の
言
葉
を
知
り
た
け

れ
ば
⽝
万
葉
集
⽞
で
も
っ
て
証
拠
と
す
る
に
足
り
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
⽝
伊
勢
物
語
童
子
問
⽞
に
お
け
る
考
え
方
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
版
本
序
文
と
賀
茂
真
淵

ま
た
、
荷
田
春
満
の
門
人
で
あ
る
賀
茂
真
淵
は
、
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
出
版
以

前
の
著
書
⽝
百
人
一
首
古
説
⽞（
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
頃
成
）（
以
下
⽝
古

説
⽞）
の
天
智
天
皇
⽛
秋
の
田
の
⽜
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

此
等
ぞ
実
に
此
天
皇
皇
太
子
の
時
の
御
歌
に
し
て
、
上
古
の
す
が
た
也
、

此
御
製
よ
り
み
れ
ば
、
万
葉
に
、
秋
田
刈
か
り
ほ
を
の
作
り
と
い
ふ
ハ
、

後
の
風
也
、
そ
れ
よ
り
秋
の
田
の
と
有
を
ミ
れ
ば
、
又
は
る
か
に
後
に
て
、

弘
仁
已
下
の
詞
也
、
凡
日
本
記（

紀
）

・
万
葉
集
ハ
よ
ろ
づ
の
も
の
ゝ
も
と
ゝ
も

証
徵
と
も
す
る
に
、
そ
れ
に
対
し
て
考
れ
バ
、
秋
の
田
の
歌
ハ
、
天
智
天

皇
の
御
製
な
ら
ぬ
事
、
明
ら
か
也
、

（
一
四
〇
頁16
）

こ
れ
は
、
天
智
天
皇
⽛
秋
の
田
の
⽜
が
後
世
の
作
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
部

分
で
あ
る
。
真
淵
は
こ
の
文
章
の
終
わ
り
で
、⽝
日
本
書
紀
⽞
と
⽝
万
葉
集
⽞
が

全
て
の
も
の
の
⽛
本
⽜
と
も
⽛
証
拠
⽜
と
も
な
る
の
だ
と
い
う
（
傍
線
部
）。
こ

こ
で
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
先
ほ
ど
の
春
満
と
同
質
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
春
満
の
方
法
は
真
淵
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
考
え
方
は
春
満
の
中
に
し
か
な
い
独
特
の
考
え
方
と

い
う
よ
り
は
、
あ
る
一
定
の
範
囲
内
で
共
有
さ
れ
た
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
範
囲
と
し
て
は
、
春
満
と
そ
の
門
人
た
ち
の
周
辺
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

以
上
、
春
満
の
⽝
万
葉
集
童
子
問
⽞
や
⽝
伊
勢
物
語
童
子
問
⽞
で
は
、⽝
古
今

和
歌
集
⽞や⽝
伊
勢
物
語
⽞な
ど
の
後
世
の
和
歌
を
理
解
す
る
に
は
、そ
の⽛
本
⽜

や
⽛
源
⽜
と
な
る
⽝
万
葉
集
⽞
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
こ
の
方
法
が
、
版
本
序
文
の
、⽝
百
人
一
首
⽞
な
ど
の

和
歌
の
言
葉
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
⽛
源
⽜⽛
緒
⽜
で
あ
る
⽝
万
葉
集
⽞
を
証

拠
と
す
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
方
と
か
な
り
近
似
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
⽝
古
説
⽞
の
文
言
か
ら
、
こ
の
方
法
が
春
満
に
留
ま
ら
ず
そ
の
門
人
の
真
淵
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に
ま
で
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
春
満
や
そ
の
門
人
た
ち
の
周
辺
に

お
い
て
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

な
お
、
版
本
に
お
い
て
は
、
歌
人
・
和
歌
注
の
改
変
に
お
い
て
も
、
春
満
や

そ
の
門
人
た
ち
、
特
に
真
淵
の
⽝
古
説
⽞
の
影
響
を
受
け
た
と
思
し
き
部
分
が

見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
円
珠
庵
本
に
存
在
し
た
一
〇
〇
首
の
配
列
に
関
す
る
記
述17
を
、
版

本
⽝
改
観
抄
⽞
で
は
、

一

此
書
草
稿
の
と
き
沖
師
の
注
記
の
手
よ
り
も
れ
て
世
に
伝
ふ
る
書
写
の
本

あ
り
。
乖
謬
す
く
な
か
ら
ず
。
一
二
を
い
は
ゞ
、
百
人
一
首
一
人
〳
〵
の

歌
に
列
立
を
い
ひ
、
能
因
法
師
の
歌
に
三
室
山
の
地
理
を
こ
と
は
り
、
三

条
院
御
製
秋
の
月
の
歌
と
す
る
等
の
説
、
今
こ
と
〴
〵
く
削
さ
る
。（

凡
例
）

と
し
て
削
除
す
る
。
一
方
、⽝
古
説
⽞
の
順
徳
院
⽛
も
も
し
き
や
⽜
末
尾
に
以
下

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

皇
考
後
鳥
羽
院
、
第
二
編
年
紀

云
、
第
三
、
皇
妣ハ
修
明
門
院
贈
左
大
臣
範
季
公ノ
女
、
聖子
号
二
修

明
門
院ト
一
、〔
中
略
〕、
又
或
説
に
、
此
歌
の
編
次
を
論
ず
る
な
ど
ハ
、
い

と
〳
〵
わ
ろ
し
、
古
今
集
に
こ
そ
専
ら
い
は
め
、
古
説
巻
五
終
、

一
〇
〇
首
の
配
列
に
言
及
す
る
注
釈
は
、
他
の
⽝
百
人
一
首
⽞
注
釈
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
配
列
へ
の
言
及
は
円
珠
庵
本
⽝
改
観
抄
⽞
の

特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。⽝
古
説
⽞
は
本
文
中
に
お
い
て
、
契
沖
の
名
前
を

挙
げ
て
⽝
改
観
抄
⽞
説
に
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
言
わ
れ

る
⽛
或
説
⽜
は
契
沖
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、⽝
古
説
⽞
で
否
定
さ

れ
た
円
珠
庵
本
の
説
が
、
版
本
で
も
否
定
さ
れ
削
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

ま
た
版
本
は
、
安
倍
仲
麿
⽛
あ
ま
の
は
ら
⽜
に
お
い
て
⽝
古
今
和
歌
集
⽞
左

注
の
引
用
を
⽝
土
佐
日
記
⽞
一
月
二
十
日
条
に
差
し
か
え
る
。
し
か
し
版
本
は

そ
の
引
用
の
後
で
、⽛
舟
に
の
る
べ
き
処
、
古
今
集
左
注
に
は
明
州
と
い
ふ
所
と

い
へ
り
⽜
と
言
い
、
削
除
し
た
は
ず
の
⽝
古
今
和
歌
集
⽞
左
注
に
言
及
し
、
円

珠
庵
本
に
な
い
言
説
を
加
え
て
い
る
。
す
る
と
、
版
本
作
者
は
⽝
古
今
和
歌
集
⽞

左
注
を
引
用
し
た
方
が
都
合
の
良
い
部
分
を
、
わ
ざ
わ
ざ
⽝
土
佐
日
記
⽞
一
月

二
十
日
条
に
差
し
か
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
し

か
し
、⽝
古
説
⽞
の
同
和
歌
注
の
、

古
今
集
の
左
注
の
文
は
、
土
佐
日
記
に
よ
り
て
、
後
人
の
書
た
る
も
の
な

る
べ
け
れ
バ
、こ
ゝ
に
略
せ
り
、〔
中
略
〕此
左
注
す
べ
て
い
と
後
の
人
の
、

し
か
も
物
よ
く
し
ら
ぬ
人
の
書
た
る
事
序
よ
り
、
歌
か
け
て
四
十
が
条
ば

か
り
の
誤
り
侍
り
、
故
に
、
さ
り
し
比
、
金
吾
君
へ
奉
れ
る
左
注
論（
一
）巻

あ
り
、
披
見
し
て
知
べ
し
、
ふ
つ
に
左
注
ハ
と
る
べ
か
ら
ず
、（

一
五
九
頁
）

と
い
う
指
摘
を
受
け
た
も
の
と
見
れ
ば
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
版
本
に
は
⽝
古
説
⽞
の
否
定
を
反
映
し
た
と
思
し
い
記
述
が

確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
写
本
成
立
か
ら
版
本
刊
行
ま
で
の
間
で
⽝
改
観
抄
⽞

の
説
を
引
用
し
た
百
人
一
首
注
釈
書
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
、⽝
古
説
⽞
が
⽝
改

観
抄
⽞
を
批
判
し
た
部
分
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、⽝
古
説
⽞
に

よ
る
指
摘
は
、
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
改
変
と
無
縁
と
は
言
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

す
る
と
、
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
作
者
は
⽝
古
説
⽞
を
は
じ
め
と
す
る
荷
田
春
満
・

賀
茂
真
淵
周
辺
の
考
え
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
に
い
た
と
言
う
事
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
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以
上
、
版
本
序
文
の
本
文
検
討
と
、
他
の
学
問
と
の
関
わ
り
の
検
討
に
よ
っ

て
、
版
本
序
文
が
作
成
さ
れ
る
過
程
で
、
春
満
や
そ
の
門
人
た
ち
の
古
語
の
理

解
方
法
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
が

序
文
作
者
の
意
識
的
な
改
変
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
無
意
識
的
な
混
同
で
あ
る

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
結
果
と
し
て
、
版
本
序
文
に
見
ら
れ
る

契
沖
の
思
考
は
、
春
満
や
真
淵
の
発
想
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
ら
れ
る
形
で
語

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
版
本
序
文
に
お
け
る
契
沖
は
、
春
満
や
そ

の
門
人
た
ち
と
同
様
の
方
法
を
⽛
元
禄
五
年
季
夏
⽜
時
点
で
提
唱
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
版
本
序
文
を
全
く
契
沖
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

春
満
・
真
淵
ら
が
契
沖
の
方
法
を
継
承
し
た
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
契
沖
と
い

う
人
物
を
、
春
満
・
真
淵
周
辺
に
共
有
さ
れ
る
方
法
の
先
駆
、
ひ
い
て
は
国
学

の
先
駆
と
し
て
描
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

さ
て
、⽝
改
観
抄
⽞
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
と
し
て
、
本
居
宣
長
の
⽝
玉
勝

間
⽞⽛
お
の
が
物
ま
な
び
の
有
し
や
う
⽜
に
有
名
な
話
が
あ
る
。
引
用
す
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る18
。

さ
て
京
に
在
し
ほ
ど
に
、
百
人
一
首
の
改
観
抄
を
、
人
に
か
り
て
見
て
、

は
じ
め
て
契
沖
と
い
ひ
し
人
の
説
を
し
り
、
そ
の
よ
に
す
ぐ
れ
た
る
ほ
ど

を
も
し
り
て
、
此
人
の
あ
ら
は
し
た
る
物
、
余
材
抄
勢
語
臆
断
な
ど
を
は

じ
め
、
其
外
も
つ
ぎ
〳
〵
に
、
も
と
め
出
て
見
け
る
ほ
ど
に
、
す
べ
て
歌

ま
な
び
の
す
ぢ
の
、
よ
き
あ
し
き
け
ぢ
め
を
も
、
や
う
〳
〵
に
わ
き
ま
へ

さ
と
り
つ
、

こ
こ
で
宣
長
は
契
沖
の
学
問
と
の
出
会
い
を
語
る
。⽛
京
に
在
り
し
ほ
ど
⽜

と
は
宝
暦
年
間
中（
一
七
五
一
─
一
七
六
四
）、宣
長
が
こ
の
時
見
た⽝
改
観
抄
⽞

が
写
本
か
版
本
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
後
に
購
入
し
た
⽝
改
観
抄
⽞
は
版
本

で
あ
り
、
そ
れ
に
自
筆
書
入
を
行
っ
た
本
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
書
入
本
で
も
っ
て
⽝
百
人
一
首
⽞
の
講
義
を
行
っ
た19
。

ま
た
賀
茂
真
淵
も
、⽝
古
説
⽞
の
後
に
著
し
た
百
人
一
首
注
釈
書
⽝
宇
比
麻
奈

備
⽞
で
は
、
そ
の
引
用
を
写
本
か
ら
版
本
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宣

長
・
真
淵
が
支
持
し
た
の
は
版
本⽝
改
観
抄
⽞、そ
れ
は
版
本
序
文
に
現
れ
る⽛
契

沖
⽜
を
、
契
沖
そ
の
人
と
し
て
支
持
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
版
本

⽝
改
観
抄
⽞の
出
版
以
降
は
、版
本
に
よ
っ
て
契
沖
説
が
享
受
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

版
本
⽝
改
観
抄
⽞
の
読
者
全
体
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
契
沖
像
の
認
識
が
な
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
版
本
刊
行
後
の
⽝
改
観
抄
⽞
読
者
の
間
に
共
有
さ
れ
た
契
沖
も
、

版
本
⽝
改
観
抄
⽞
に
描
か
れ
た
契
沖
像
、
つ
ま
り
国
学
の
先
駆
と
し
て
の
契
沖

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
は
、
契
沖
の
⽝
改
観
抄
⽞
の
改
変
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
版
本
そ
れ
自
体
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
以
上

の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
は
契
沖
没
後
の
学
問
で
あ
る
国
学

を
⽛
元
禄
五
年
季
夏
⽜
の
契
沖
自
身
に
還
元
し
、
近
世
以
降
現
代
に
至
る
ま
で

共
有
さ
れ
る
、
国
学
者
⽛
契
沖
⽜
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
だ
し
た
要
因
の
一
つ
だ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
本
論
に
お
け
る
⽝
改
観
抄
⽞
の
引
用
は
以
下
の
本
に
よ
る
。



― 40 ―

・
円
珠
庵
本
⽝
改
観
抄
⽞
─
築
島
ほ
か
編
⽝
契
沖
全
集
⽞
第
九
巻
（
岩
波
書

店
、
一
九
七
四
年
）

・
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
─
鈴
木
淳
編
⽝
百
人
一
首
改
観
抄
─
影
印
─
⽞（
お
う

ふ
う
、
一
九
九
五
年
）（
延
享
五
年
版
）

＊
本
論
に
お
け
る
引
用
は
、
読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
適
宜
濁
点
や
句
読
点

を
付
し
た
。

＊
本
文
中
の
傍
線
と
記
号
（
ア
)～
(オ
）
は
、
全
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

注

⚑

大
野
晋
編
⽝
本
居
宣
長
全
集
⽞
第
一
巻
⽛
玉
勝
間
⽜（
筑
摩
書
房
、
一
九
六

八
年
）、
二
五
七
頁
。

⚒

河
村
秀
根
・
益
根
編
・
小
島
憲
之
補
注
⽝
書
紀
集
解
⽞
首
巻
開
題
（
阿
部

秋
生
執
筆
）（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
一
六
三
頁
。

⚓
⽛
印
行
の
改
観
抄
は
こ
の
樋
口
氏
、
屈
景
山
子
に
は
か
り
て
挍
合
せ
る
所

な
り
。
写
本
に
合
せ
て
は
其
の
功
見
ゆ
。⽜（
宗
政
五
十
緒
校
注
⽝
近
世
畸

人
伝
・
続
近
世
畸
人
伝
⽞（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
））。
な
お
、
本
文
振
り

仮
名
や
注
は
省
略
し
た
。

⚔

久
松
潜
一
⽝
契
沖
伝
⽞（
至
文
堂
、
一
九
六
九
年
）、
宇
佐
美
喜
三
八
⽝
和

歌
史
に
関
す
る
研
究
⽞⽛
百
人
一
首
改
観
抄
に
つ
い
て
⽜（
若
竹
出
版
、
一

九
五
二
年
）、
築
島
ほ
か
編
⽝
契
沖
全
集
⽞
第
九
巻
解
説
⽛
百
人
一
首
改
観

抄
⽜（
池
田
利
夫
執
筆
）（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）、
鈴
木
淳
編
⽝
百
人

一
首
改
観
抄
─
影
印
─
⽞
解
題
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

⚕

以
上
、
久
松
氏
の
説
は
、⽛
百
人
一
首
改
観
抄
の
二
種
の
刊
本
と
内
容
の
特

質
⽜（
注
⚔
久
松
潜
一
書
所
収
）
に
よ
る
。⽛
契
沖
遺
稿
⽜
は
、
同
書
に
よ

れ
ば
、
東
大
国
語
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
既
に
焼
失
し
た
と
い

う
。
な
お
、久
松
氏
は
版
本
全
体
の
改
変
者
を
樋
口
宗
武
と
断
定
す
る
が
、

こ
こ
に
は
疑
問
が
残
る
。
確
か
に
、
樋
口
宗
武
は
版
本
内
に
お
い
て
版
本

序
文
に
続
い
て
⽛
百
人
一
首
改
観
抄
序
⽜
と
い
う
名
の
序
を
付
す
が
、
そ

の
内
容
は
⽝
改
観
抄
⽞
を
出
版
す
る
経
緯
で
あ
る
。
版
本
の
中
に
は
、
樋

口
宗
武
自
身
が
契
沖
序
を
作
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
樋
口
宗
武

が
追
考
を
付
し
た
こ
と
を
示
す
言
葉
も
見
当
た
ら
な
い
。
現
在
で
は
そ
の

刊
行
者
が
樋
口
宗
武
と
堀
景
山
で
あ
る
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
版
本
序

文
の
作
者
を
⽛
宗
武
（
あ
る
い
は
景
山
か
）⽜（
注
⚔
鈴
木
淳
編
書
解
題
）

と
い
う
よ
う
に
考
え
る
も
の
も
あ
る
。
筆
者
も
、
刊
行
者
と
さ
れ
る
樋
口

宗
武
と
堀
景
山
が
序
文
作
者
に
一
番
近
い
と
推
測
す
る
が
、現
段
階
で
は
、

誰
の
作
で
あ
る
か
断
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

⚖

注
⚔
⽝
契
沖
全
集
⽞
解
説
（
池
田
利
夫
執
筆
）。

⚗

注
⚔
久
松
潜
一
書
、
二
九
五
頁
。

⚘

築
島
ほ
か
編
⽝
契
沖
全
集
⽞
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
一
六

〇
頁
。
た
だ
し
、
精
Ḥ
本
は
水
戸
家
に
秘
さ
れ
、
世
に
流
布
し
た
の
は
初

稿
本
で
あ
っ
た
（
築
島
ほ
か
編
⽝
契
沖
全
集
⽞
第
七
巻
解
説
⽛
万
葉
代
匠

記
の
性
格
と
位
置
⽜（
久
松
潜
一
執
筆
）（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
））。

⚙

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
古
典
注
釈
は
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
注
釈
史
全
体
の

動
向
が
明
ら
か
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
主
に
検

討
す
る
春
満
が
、
版
本
序
文
に
影
響
を
与
え
う
る
人
物
と
し
て
有
力
な
こ

と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
他
の
影
響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

10
⽛
語ご

孟も
う

二
書
を
熟じ

ゆ
く

読ど
く

精せ
い

思し

し
て
、
聖
人
の
意い

思し

語ご

脈み
や
く

を
し
て
能よ

く
心し

ん

目も
く
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の
間あ

い
だ

に
瞭り

よ
う

然ぜ
ん

た
ら
し
む
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
た
だ
能
く
孔こ

う

孟も
う

の
意
味

血け
つ

脈み
や
く

を
識し

る
の
み
に
あ
ら
ず
、
…
…
⽜（
吉
川
・
清
水
校
注
⽝
伊
藤
仁
斎

伊
藤
東
涯
⽞（
日
本
思
想
大
系
）（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
））。

11
⽛
熟
―二

読
古
文
辞
一

者
。
毎
有
二

数
十
路
径
一
。
瞭
―二

然
乎
心
目
間
一
。
条
理

不
レ
紊
及
三
読
到
二
下
方
一
。
数
十
義
趣
。
漸
―
次
不
レ
用
。
至
二
於
終
𥏶

篇
。

帰
―二
宿
一
路
一
⽜（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽝
訳
文
筌
蹄
⽞（
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
刊
））。
な
お
、
本
文
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

12
⽛
瞭
―二
然
于
心
目
之
間
一
⽜
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
文
化
圏
と
し
て
、
近

世
の
儒
学
者
を
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
朱
子
学
者
で
か
つ
仁

斎
・
徂
徠
の
影
響
を
受
け
た
堀
景
山
は
、
こ
の
表
現
を
使
い
う
る
文
化
圏

に
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
語
の
使
用
例
が
す
ぐ
に

序
文
作
者
に
結
び
つ
く
訳
で
は
な
い
が
、
樋
口
宗
武
と
堀
景
山
が
序
文
作

者
に
一
番
近
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
堀
景
山
も
序
文
作
者
と

し
て
検
討
さ
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

13

以
上
、
荷
田
春
満
に
つ
い
て
は
、
三
宅
清
⽝
荷
田
春
満
の
古
典
学
⽞
第
一

巻
（
三
宅
清
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
。

14
⽝
万
葉
集
童
子
問
⽞
の
引
用
は
、
新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編
⽝
新

編
荷
田
春
満
全
集
⽞
第
五
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。
以

下
の
引
用
も
こ
れ
に
同
じ
。

15
⽝
伊
勢
物
語
童
子
問
⽞の
引
用
は
、新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編⽝
新

編
荷
田
春
満
全
集
⽞
第
七
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
。
な

お
、
翻
刻
に
示
さ
れ
る
抹
消
・
見
せ
消
ち
は
、
全
て
訂
正
さ
れ
た
状
態
に

し
て
記
し
た
。

16

以
下
の⽝
百
人
一
首
古
説
⽞の
引
用
は
、⽝
賀
茂
真
淵
全
集
⽞第
一
二
巻⽛
百

人
一
首
古
説
⽜（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、

（

）
表
記
は
小
町
谷
照
彦
氏
に
よ
る
注
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
も
こ
れ

に
同
じ
。

17

一
〇
〇
首
の
配
列
と
は
、⽛
右
大
弐
三
位
は
紫
式
部
が
む
す
め
な
る
を
も

て
次
に
お
か
る
⽜（
大
弐
三
位
⽛
あ
り
ま
山
⽜）
や
⽛
右
両
人
は
前
後
又
あ

ま
り
に
女
が
ち
な
れ
ば
隔
ら
る
ゝ
心
歟
⽜（
権
中
納
言
定
頼
⽛
あ
さ
ぼ
ら

け
⽜）
の
よ
う
に
、
和
歌
が
な
ぜ
こ
の
順
番
で
配
置
さ
れ
た
か
に
言
及
す
る

記
述
で
あ
る
。

18

注
⚑
書
、
八
五
頁
。

19

以
上
、
宣
長
と
⽝
改
観
抄
⽞
に
つ
い
て
は
、
田
中
宗
作
⽛
百
人
一
首
古
注

釈
に
関
す
る
一
考
察
⽜（⽝
語
文
⽞（
四
一
）、
一
九
七
六
年
七
月
、
日
本
大

学
国
文
学
会
）
に
よ
る
。
な
お
村
田
典
嗣
氏
が
、
宣
長
学
へ
の
契
沖
の
影

響
の
一
つ
と
し
て
、
古
書
に
遡
ろ
う
と
す
る
根
本
的
学
風
を
挙
げ
、
そ
の

根
拠
に
版
本
序
文
（
オ
）
全
文
を
挙
げ
る
の
も
、
宣
長
に
お
け
る
版
本
序

文
の
影
響
を
認
め
る
研
究
の
一
つ
で
あ
ろ
う
（
村
田
典
嗣
著
、
前
田
勉
校

訂
⽝
増
補
本
居
宣
長
⽞
第
二
巻
⽛
宣
長
学
の
成
立

契
沖
、
真
淵
と
宣
長
⽜

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
））。
た
だ
、
村
田
氏
は
版
本
⽝
改
観
抄
⽞
を
契
沖

の
作
と
考
え
た
た
め
、
版
本
序
文
の
引
用
を
契
沖
自
身
が
宣
長
に
与
え
た

影
響
と
し
て
扱
う
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
き
た
だ

ゆ
か
・
北
海
道
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）




